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（2）

天
ぷ
ら
油
火
災
が
多
発
〃
‥

最
近
、
天
ぷ
ら
揚
げ
を
し
て
い
て
、

火
災
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
発
し
て
い
ま

す。
天
ぷ
ら
揚
げ
の
最
中
に
、
電
話
や
来

客
の
た
め
長
話
し
を
し
て
、
「
ウ
ッ
カ

リ
」
し
て
忘
れ
て
し
ま
い
、
天
ぷ
ら
鍋

に
火
が
入
り
火
災
に
な
っ
て
い
ま
す
。

奥
さ
ん
／
次
の
こ
と
に
注
意
し
、
天
ぷ

ら
油
に
よ
る
火
災
防
止
を
図
り
ま
し
ょ

ヽ
フ
〇一

、
予
防
対
策

0
天
ぷ
ら
揚
げ
を
し
て
い
る
時
は
、

そ
の
場
を
離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

⇔
そ
の
場
を
腫
れ
る
時
は
、
必
ず
コ

ン
ロ
の
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

㊧
コ
ン
ロ
の
周
囲
を
不
燃
化
し
ま
し

ょ
ゝ
フ
〇

二
、
消
火
方
法

〇
一
時
的
に
火
が
油
面
を
走
る
場
合

の
コ
ン
ロ
の
火
を
止
め
ま
し
ょ
う

S
フ
タ
を
し
ま
し
ょ
う
。

㈲
フ
タ
が
な
い
場
合
、
野
菜
な
ど

入
れ
ま
し
ょ
う
。

臼
火
が
大
き
く
安
定
し
て
燃
え
て
い

る
場
合

の
コ
ン
ロ
の
火
を
止
め
ま
し
ょ
う

㈹
フ
タ
を
し
ま
し
ょ
う
。

㈲
濡
れ
た
バ
ス
タ
オ
ル
な
ど
で
鍋

を
覆
い
油
温
を
下
げ
て
や
り
ま

し
ょ
う
。

※
こ
の
場
合
、
野
菜
な
ど
入
れ
る
と
、

火
面
が
拡
大
し
て
危
険
で
す
。

※
消
火
器
に
よ
る
消
火
は
、
炎
が
消
え

て
す
ぐ
放
射
を
や
め
る
と
、
再
発
火

す
る
の
で
2
～
3
メ
ー
ト
ル
離
れ
て

使
う
こ
と
。

※
い
ず
れ
の
場
合
も
、
落
ち
着
い
て
行

動
し
ま
し
ょ
う
／

火
災
・
救
急
件
数
（
6
月
申
）

8
月
1
5
日
の
終
戦
記
念
日
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
死
没
者
の
霊
を
慰
め
、
恒

久
平
和
を
祈
っ
て
、
政
府
主
催
の
全
国

戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
式

典
当
日
は
、
家
庭
や
職
場
で
1
分
間
の

黙
と
う
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
と
き
　
8
月
1
5
日
的
　
正
午
（
役
場
、

島
門
小
、
浅
木
小
の
サ
イ
レ
ン
を
吹

鳴
い
た
し
ま
す
）



図書館ニュース

●一般図書
練をやるならここを読め　　　松本軍書　講談杜
松緑芸語　　　　　　　　　　尾上松緑曽　講談社
実証あり日本史　　　　　永井路子着　丈芸春秋
面影橋　　　　　　　　　阿刀田高著　中央公論社
長崎市長への7．300通の手紙　　　　　　　径書房

遜色　　　　　　　　　　　澤地久板書　文芸春秋
生き方の深い人浅い人　　　窒素芳子菅　海竜社
ZEROより愛をこめて

安野光雑書　暮しの手帖社
松田聖子諭　　　　　　小倉千加］手書　飛鳥新社

そして誰かいなくなった　　璽椀静子菅　講談社
夫の要の定年人生学　　　　吉武輝子苦　海竜社
夜の閏の中へ

コーネル　ウール　リッチ菅　早川書房
ユニードは何故ダイエーに敗れたか

平野久正著　葦書房
トットの久溶帖　　　　　　黒柳徳子蕃　新潮社
ゴルフ50倍上達法　　　　　政木和三著　旺文社

寝姿山の告発　　　　　　　　太田面三善　講談社

●児童図書
さんぽきんぼ　　　　　　梅田俊作看　文研出版
白旗の少女　　　　　　　　　比薄雪手書　講談社
アンパンマンシリーズ10冊

やなせたかし著　フレーベル館

雨のうた　　　　　　　　　　鎮見正夫著　白泉社
中学生の理科　自由研究　北泰平菩　学習研究社

足軽は戦のプロ　　　高野澄善　さ　え　ら書房
その他多数

その他多数入りました。

長い夏休みに入りました。この機会；

に長編に挑んでみてはいかがですか。

中火公民館内園萬垂（℡293－1356）

：では、みなさんのおこしをお待ちして；

います。

▲　山びこ保育園にて

（3）

来
春
　
大
学
、
短
大
、
高
専
を
卒
業
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

「
福
岡
県
合
同
会
社
面
談
会
」
の
ご
案
内

福
岡
県
と
福
岡
県
地
場
産
業
人
材
確

保
対
策
協
議
会
（
人
材
協
）
　
で
は
、
地

場
産
業
に
お
け
る
人
材
確
保
と
と
も
に
、

新
規
卒
業
者
の
県
内
企
業
へ
の
就
職
促

進
を
図
る
た
め
、
大
学
、
短
大
、
高
専

を
来
春
卒
業
さ
れ
る
方
を
対
象
に
、
企

業
と
学
生
が
直
接
面
談
す
る
「
合
同
会

社
面
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

福
岡
県
内
に
就
職
を
希
望
さ
れ
る
学

生
の
皆
さ
ん
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い

（
入
場
無
料
、
参
加
自
由
）
。

○
問
い
合
せ
は
…
…

福
岡
学
生
職
業
セ
ン
タ
ー

℡
0
9
2
（
7
1
4
）
1
5
5
6

〔
福
岡
会
場
〕

日
　
時
　
9
月
4
日
㈲
　
1
3
時
－
1
7
時

場
　
所
　
フ
ァ
シ
ョ
ン
ピ
ル8

階
ホ
ー
ル

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
2
I
l
O
i
1
9

参
加
企
業
　
福
岡
地
区
・
筑
後
地
区
の

地
場
中
堅
企
業
を
中
心
に

削
社
を
予
定

〔
北
九
州
会
場
〕

日
　
時
　
9
月
5
日
㈹
　
1
3
時
～
1
7
時

場
　
所
　
九
州
厚
生
年
金
会
館
会
議
室

玄
海

北
九
州
市
小
倉
北
区
大
手
町
1
2
－
3

参
加
企
業
　
北
九
州
地
区
・
筑
豊
地
区

の
地
場
中
堅
企
業
を
中
心

に
7
0
社
を
予
定

圏
圏
幽
閉
護
国
臨

河
中
　
錆
喜
避

止
も
気
配
な
く
て

降
り
つ
ぐ
南
の
な
か

畦
塗
る
書
手
を
待
ち
て

風
呂
焚
く
　
　
　
　
高
崎
　
咲
江

南
欲
る
や
し
き
り
と
鳴
け
る
雨
蛙

木
魚
を
た
た
く
音
に
も
聞
こ
ゆ

白
石
　
一
夫

萌
ゆ
る
音
濡
ら
る
が
に
見
ゆ
樹
木
の

謀
は
そ
そ
ぐ
光
の
な
か
に
輝
く

一
田
　
房
子

い
さ
さ
か
の
赤
字
の
家
計
簿

つ
け
終
り

あ
や
め
に
降
り
つ
ぐ

雨
を
充
て
お
り
∴
∴
伸
展
ア
キ
コ

強
さ
粛
上
が
り
し
今
朝
は
畑
に
来
て

赤
く
小
さ
な
ト
マ
ト
を
統
け
り

井
口
　
絹
子

図
四
四
四
田
園
圏

池
田
　
幸
利
運

花
卯
つ
木
流
れ
の
深
き
び
と
と
こ
ろ

未
松
キ
ミ
枝

ル
ノ
ア
ー
ル
の
花
も
つ
少
女
窓
若
謀

三
村
　
妙
子

更
衣
独
り
の
李
を
重
ね
け
り

加
藤
∴
楽
手

瀬
の
音
や
い
ま
居
た
は
ず
の
糸
特
齢

迫
田
　
　
勉

更
衣
椀
の
さ
び
し
き
一
目
か
な

小
野
多
恵
子

胃
，
・
＝
－
－
＝
－
j
八
・
i
ご
1
－
－
－
」
へ
・
。
1
・
－
－
〟
＝
u
O
M
U
0
－
で
T
I
∴
”
．
鴨
ノ
ー
ト
月
一
日
宵
i
、
i
i
I
W
u
「
∴
＝
、
－
′
・
（

村
上
　
司
く
ん

昭
和
6
3
年
8
月
1
3
日
生
／

（
裾
ど
凋
）
さ
ん
の
長
男
～

は
じ
め
ま
し
て
、
ポ
ク
司
一

です。ま
だ
歩
け
な
い
ん
だ
。

早
く
歩
け
る
よ
う
に
な
っ

て
、
お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
姉
ち

ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
避
ぶ
ん

だ
I

1
1
L
J
董
I
i
g
；
∴
1
▲
重
－
．
1
魚
心
当
尋
1
－
－
－
－
十
・
（
i
一
・
．
ソ
当
り
－
く
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▲大会のスムーズな運営も、こうしたボランティ

アのみなさんの協力があればこそです。

（5）

1大会役員のみなさんは地上で
も水上でも大活躍でした。
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囲知折

消
費
税
の
申
告
と

納
税
は
十
月
二
日
ま
で
に

法
人
の
消
費
税
の
申
告
と
納
税
は
課

税
終
了
の
日
の
翌
日
か
ら
二
ケ
月
以
内

と
な
っ
て
い
ま
す
。
四
月
～
七
月
ま
で

の
決
算
法
人
に
つ
い
て
は
、
今
年
に
限

り
平
成
元
年
十
月
二
日
（
月
）
ま
で
延

長
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
来
は
九
月
三
十
日
で
す
が
、
同
日

が
土
曜
日
、
十
月
一
日
が
日
曜
日
の
た

め
十
月
二
日
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
個
人
事
業
者
の
場
合
の
申
告

と
納
税
も
同
様
に
来
年
一
月
一
日
か
ら

四
月
二
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

届
け
出
は
、
証
書
（
手
帳
）
と
印
鑑

を
お
持
ち
に
な
っ
て
役
場
福
祉
係
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
今
年
の
一
月

一
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
方
は
前
住
所

地
で
の
所
得
証
明
が
必
要
で
す
。

緯
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
二
十
歳
未

満
で
、
心
身
に
障
害
の
あ
る
児
童
の
扶

養
の
た
め
に
、
そ
の
父
母
ま
た
は
、
養
育

者
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

児
童
扶
嚢
手
当
は
、
父
親
の
い
な
い

児
童
（
父
親
が
重
度
障
害
者
の
場
合
を

含
む
、
た
だ
し
児
童
が
公
的
年
金
の
加

算
対
象
と
な
っ
て
い
る
場
合
を
除
く
。
）

の
母
や
、
母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方
に
対
し
て
支
給
さ
れ

る
手
当
で
す
。
た
だ
し
、
国
民
年
金

（
老
齢
福
祉
年
金
を
除
く
）
、
厚
生
年

金
、
恩
給
な
ど
の
公
的
年
金
給
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、
役
場
福
祉
係
ま

で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

本
人
が
お
出
く
だ
さ
い

㈲
申
込
書
（
相
談
所
に
準

備
し
て
い
ま
す
）

㈲
住
民
票
1
通
（
再
婚
者

は
戸
籍
謄
本
と
住
民
票

を
各
1
通
）

㈲
写
真
2
枚
（
は
が
き
半

分
位
の
大
き
さ
）

の
印
か
ん

㈹
身
障
者
手
帳

●
受
付
時
間
　
毎
日
9
時
～
1
5
時
（
た

だ
し
日
・
祝
・
土
曜
午

後
は
除
く
）

●
申
込
・
問
合
せ
先

福
岡
市
中
央
区
六
本
松
1
丁
目
2
－
滋

福
岡
県
身
体
障
害
者
結
婚
相
談
所

●
会
　
場
　
戸
畑
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ル

北
九
州
市
戸
畑
区
汐
井
町
1
～
1

●
対
　
照
・
当
セ
ン
タ
ー
の
簿
記
（
初

●
科
　
目

●
定
　
員

●
受
請
料

●
申
込
み

●
受
付
期
間

●
申
込
み
・

級
）
技
術
講
習
会
修
了
者

日
商
簿
記
3
級
程
度
の
基

本
的
知
識
の
あ
る
方

経
理
事
務
の
経
験
の
あ
る

方簿
記
上
級
（
2
級
）

幼
名
程
度

無
料
（
た
だ
し
教
材
費
は

受
講
者
負
担
で
す
）

題
詩
で
申
込
み
く
だ
さ
い

8
月
詔
日
的
～
お
目
㈱

午
前
9
時
～
成
時

午
後
1
時
～
5
時

問
合
せ
先

・
警
察
事
務
1
5
人
・
土
　
木
　
m
人

・
電
　
気
∴
2
人
・
農
業
土
木
3
人

・
林
　
業
　
4
人

●
受
付
期
間
　
8
月
認
日
脚

～
9
月
8
日
㈹

●
申
込
み
・
問
合
せ
先

福
岡
県
入
幕
委
員
会
事
務
局
任
用
課

館

0

9

2

（

6

4

1

）

3

8

8

3

行
政
書
士
試
験
の

受
付
け
は
九
月
一
千
日
ま
で
で
す

県
総
務
部
地
方
課
行
政
係

福
岡
県
婦
人
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー

（
筑
豊
支
所
）

範

0

9

4

8

（

2

3

）

4

1

5

6

●
目
　
時

1
0
月
滋
日
同

午
後
l
時
0
0
分
～
5
時

（
特
別
）
児
童
扶
養
手
当
の

現
況
届
は
八
月
三
十
一
日
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

身
体
障
害
者
の
集
団

見
合
い
が
あ
り
ま
す

県
身
体
障
害
者
結
婚
相
談
所

簿
記
上
級
（
二
級
）
講
習
会

が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す

福
岡
県
職
員
採
用

初
級
試
験
は
十
月
十
五
日

に
あ
り
ま
す福

岡
県
人
事
委
員
会

（
特
別
）
児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届

の
提
出
は
、
八
月
十
一
日
か
ら
八
月
三

十
一
日
ま
で
で
す
。
も
し
届
け
出
を
さ

れ
な
い
と
、
資
格
が
あ
っ
て
も
手
当
が

受
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
目
　
時
　
　
9
月
1
7
日
㈲

1
0
時
5
0
分
～

●
会
　
揚
　
　
福
岡
市
中
央
区
六
本
松

1
丁
目
2
－
㌶

福
岡
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
参
加
費
　
　
5
0
0
円
（
昼
食
は
給

付
し
ま
す
）

●
申
込
期
限
　
9
月
8
日
鋤
ま
で

●
申
込
手
練
∴
次
の
も
の
を
持
参
の
上

婦
人
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー

福
岡
県
婦
人
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
筑

豊
支
所
で
は
、
就
業
を
希
望
さ
れ
る
家

庭
の
婦
人
を
対
象
に
次
の
と
お
り
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
　
間
　
9
月
認
日
伽
か
ら
日
月
1
0

日
㈲
ま
で
の
2
1
日
間

（
毎
週
、
月
、
水
、
金
）

●
愛
機
時
間
　
午
前
1
0
時
～
牛
後
4
時

●
日
　
時
　
　
1
0
月
1
5
日
㈲

●
試
験
地
　
福
岡
市
・
北
九
州
市

●
受
験
資
格
　
福
岡
4
1
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
4
7
年
4
月
1
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人

た
だ
し
在
学
期
間
が
2

年
を
超
え
る
人
は
除
く

●
拭
験
区
分
お
よ
び
採
用
予
定
数

・
一
般
事
務
0
0
人
・
学
校
喜
務
1
0
人

●
賦
験
楊

九
州
大
学
文
科
系
学
部
講
義
室

●
受
験
資
格
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
が
受
験
で
き
ま
す

㈲
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等

学
校
を
卒
業
し
た
人

の
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体

の
公
務
員
と
し
て
行
政
事

務
を
担
当
し
た
期
間
が
通

算
し
て
3
年
以
上
の
人

●
受
付
期
間
　
9
月
1
日
㈲

～
9
月
如
日
的

●
受
験
手
練
　
そ
の
他
の
問
合
せ
は

福
岡
県
総
務
部
地
方
課
行
政
係
へ

田

0

9

2

（

6

2

2

）

6

3

9

1



皆料：払rfs
ソフト・ミニ・バレーボール　e

白色のゴムチューブ製のポールでバレーボールをする。だれ
にでも簡単に楽しめる競技です。ルールはバレーボール（9人
制）の規則を基本に、ポールが軽くて柔らかいので　誰でも安
全に楽しむ事ができます。

′競技細則

1　ゲーム

☆1ゲームの勝敗は15点先取を勝ちとし、3セットマッチとする。

☆ゲームはサービス権のあるチームが勝てば1点ポイント∴な
いチームが勝てばサービス権の移行のみとして行う。

☆最初のサーブ権は、じゃんけんによって決める。
☆各チームは、セットことに2回のタイムアウトをとることが

できる。時間は1回30秒以内とする。
☆選手の交代はポールがデッドの時、審判に告げて行う。
2　サービスとレシーブ
☆サービスは1本とし、右後衛に来た人が行う、ローテーション。
☆サービスは腰から下でポールを打ち、ネットを越えて相手コ

ート内に打ち込んで行う。

☆ポールは　腰より上の身体のどの部分で打っても良く　3回
以内のプレーで相手のコートへ返さなければならない。

☆パスは必ず3回で返すが、3回目がネットに触れた時はあと
の1回限り許される。

☆アンダーパスのとき、手のひらを使ってもよい。
☆その他、ルールは、9人制に準じて行う。
3　反則し次の場合は、反則として相手方の得点とする。）
☆競技者がネットを越えてプレーしたとき（オーバーネット）。
☆競技者がネットに触れたとき（タッチネット）。
☆同一競技者が続けて2度以上ポールに触れた場合（ドノフル）、

（下から両手ですくうことについてはドノフルとみなさない）。
☆競技者が明らかにポールを停止したり、つかんだりした場合

（ホールディング）。
☆サーバーがポールをうつ瞬間にエンドラインに触れた場合

（フットフォルト）。

4　ハンディ（年轍こよりハンディをつける時）
☆年掛こよリ50歳代→1点、60歳代→2点を1人につき与える。
5　プレー　その他
☆ゲーム審判1名、記録員1名、線審2台として運営されるこ

とが望ましい。
☆ゲーム方法は、フロック別リーグ戦が望ましい。

種　　　　　別 ��年i輪　区　分 

年齢別の都 � � �まれた人 
8日19日 

D（13・14麓） � �8月19日 

8月19日 

一般の都 �18　－　30　歳 � �8月19日 

31－　351畿 � �8月19日 

36　－　40　歳 � �8日19日 

41－　45　歳 � �8日19日 

46　－∴50　歳 � �8月19日 

51－∴55　犠 � 

訪∴餞∴以　上 � 

青年の部 � 

（7）

障
害
者
ご
本
人
や
、
家
族
の
方
な
ど

が
日
頃
か
ら
考
え
ら
れ
て
い
る
、
障
害

者
問
題
に
関
す
る
意
見
や
体
験
な
ど
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
応
募
資
格

県
内
居
住
の
障
害
者
と
そ
の
家
族

●
内
容
、
テ
ー
マ

。
出
あ
い
・
ふ
れ
あ
い
・
心

の
輸
〝
。
ス
ポ
ー
ツ
ク

そ
の
他
、
本
人
が
自
由
に
テ

ー
マ
を
設
定
す
る
こ
と
も
可

●
応
募
方
法

・
畑
字
詰
原
稿
用
紙
5
枚
以
内

・
冒
頭
に
テ
ー
マ
を
、
末
尾
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
陸
別
、
障
害
種
別
、

本
人
又
は
家
族
（
続
柄
）
の
別
、
連

絡
先
（
短
詩
番
号
）
を
明
記
の
こ
と

・
黒
の
万
年
筆
又
は
ボ
ー
ル
ペ
ン
に
限

る
、
視
力
障
害
者
の
方
は
、
点
字
で

の
応
募
も
可

●
締
切

9
月
5
日
㈹
当
日
消
却
有
効

●
入
費
作
品

・
応
募
作
品
の
中
か
ら
障
害
種
別
な
ど

を
考
慮
し
て
3
名
程
度
の
入
賞
と
若

干
名
の
佳
作
者
を
決
定

・
1
0
月
上
旬
に
本
人
に
通
知

・
1
2
月
9
日
の
「
障
害
者
の
日
」
記
念

「
広
が
る
希
望
の
つ
ど
い
」
会
場
で

そ
の
「
主
張
」
を
本
人
か
ら
発
表
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
入
賞
者
に
は
、
知
華
の
賞
状
と
記
念

品
を
、
佳
作
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈

●
そ
の
他

応
募
さ
れ
た
作
品
の
版
権
は
、
福
岡

県
に
属
し
、
作
品
は
返
却
し
な
い

●
主
催

福
岡
県
、
（
抹
）
F
M
福
岡

送
り
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
は

福
岡
県
民
生
部
障
害
福
祉
課
へ

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7
－
7

＄

0

9

2

（

6

4

1

）

4

7

6

1

水
泳
大
会
出
場
者
募
集

平
成
元
年
度
第
6
回
遠
賀
町
民
体
育

水
泳
大
会
が
、
島
門
小
学
校
プ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
多
数
の
参
加
を
お
待

ち
し
ま
す
。

●
期
　
日
　
9
月
1
0
日
㈲

開
会
式
　
　
9
時
～

競
技
開
始
　
9
時
0
0
分
～

●
会
　
場
　
島
門
小
学
校
プ
ー
ル

●
実
施
種
目

青
年
の
部
と
一
般
の
都
の
両
方
に
出

場
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
垂
加
資
格

競
技
者
は
当
該
年
齢
区
分
に
だ
け
出

場
で
き
ま
す
。

●
出
場
制
限
一
人
2
種
目
以
内

●
表
　
彰

各
極
目
一
位
を
表
彰
し
ま
す
。

●
そ
の
他

小
・
中
学
生
は
保
護
者
の
出
場
同
意

書
を
添
付
し
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●
申
込
締
切
　
8
月
3
1
日
㈱

●
申
込
用
紙
は

教
育
委
員
会
、
遠
賀
コ
ミ
ュ
ー
〓
ア
ィ

セ
ン
タ
ー
、
体
育
協
会
に
あ
り
ま
す
。

●
申
込
場
所

遠
賀
町
役
場
2
階
　
体
育
協
会
事
務

局
へ
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値
」
お
よ
び
「
検
査
値
の
ス
ケ
ー
ル
表

示
」
を
同
時
に
カ
ラ
ー
表
示
し
、
さ
ら

に
必
要
が
あ
れ
ば
「
過
去
1
0
回
の
デ
ー

タ
表
示
」
な
ど
い
た
し
ま
す
。

検
査
情
報
が
公
開
さ
れ
、
患
者
さ
ん

に
検
査
デ
ー
タ
が
分
か
り
や
す
い
よ
う

に
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ヤ
（
映
像
）
を
利
用

し
「
詳
し
く
、
分
か
り
や
す
い
診
察
」

な
の
で
、
自
分
の
病
気
が
よ
く
理
解
で

き
る
の
で
安
心
し
て
帰
れ
ま
す
。

総
合
検
診
で

健
康
管
理
を

病
気
の
診
断
・
治
療
に
は
尿
検
査
や

血
液
検
査
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
、
超
音

波
検
査
な
ど
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
一
方
で
は
検
査
を
さ
れ
て
も

そ
の
結
果
が
解
る
ま
で
精
神
的
に
不
安

で
イ
ラ
イ
ラ
す
る
も
の
で
す
。

県
立
遠
賀
病
院
で
は
臨
床
検
査
デ
ー
タ

を
コ
ン
ビ
ェ
ー
タ
で
管
理
し
た
新
し
い

検
査
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て
、
全
国
の

病
院
か
ら
注
目
を
あ
ぴ
て
い
ま
す
。

そ
の
内
容
は
先
日
、
N
H
K
テ
レ
ビ

の
ニ
ュ
ー
ス
で
も
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

外
来
診
療
で
そ
の
日
に
採
血
さ
れ
た
血

液
検
査
は
約
0
0
分
で
検
査
さ
れ
オ
ン
ラ

イ
ン
で
診
察
室
に
報
告
さ
れ
ま
す
。

検
査
デ
ー
タ
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ

っ
て
管
理
が
行
わ
れ
、
検
査
結
果
を
図

示
し
、
グ
ラ
フ
化
し
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ

ト
し
た
も
の
を
患
者
さ
ん
に
示
し
な
が

ら
、
従
来
の
口
頭
だ
け
の
説
明
に
加
え

「
観
覧
的
説
明
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
検
査
デ
ー
タ
の
報
告
に
は

「
今
回
の
検
査
値
」
と
「
前
回
の
検
査

保
健
衛
生
係

●
中
　
央
　
8
月
2
1
日
㈲

9
時
～
Ⅱ
時

1
3
時
～
1
5
時

中
央
区
公
民
館

●
新
　
町
　
8
月
認
日
的

9
時
～
Ⅱ
時

1
3
時
～
1
5
時

8
月
2
3
日
㈱

9
時
～
日
時

新
町
公
民
館

●
旧
　
停
　
8
月
独
白
的

9
時
～
日
時

旧
停
公
民
館

●
東
和
苑
　
8
月
約
日
約

9
時
～
日
時

1
3
時
～
帖
時

8
月
5
0
日
㈱

9
時
～
日
時

東
和
苑
公
民
館

※
検
査
項
目
な
ど
詳
し
い

内
容
に
つ
い
て
は
、
6

月
2
5
日
号
の
広
報
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。


